
1911年(明治44年)
滋賀森林管理署立石国有林
（林野庁滋賀森林管理署提供）

2009年(平成21年)
滋賀森林管理署立石国有林
滋賀県立希望ヶ丘文化公園遊歩道から
（林野庁滋賀森林管理署提供）

希望ヶ丘文化公園（竜王町・野洲市）
周辺の森林変化
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京都府・滋賀県南部／南山城災害（多羅尾災害） 1953年

・表面侵食

・斜面崩壊 表層崩壊

深層崩壊

・土石流

・地すべり
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京都府・滋賀県南部

南山城災害（多羅尾災害） 1953年

災害前後の植生・土地利用変化 27



京都府・滋賀県南部

南山城災害（多羅尾災害） 1953年

災害前後の植生・土地利用変化

降雨状況（三重県上野市，1953年8月14～15日）
滋賀県災害誌(昭和41年3月)彦根地方気象台・滋賀県
による
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天然林

↓

森林伐採

↓

山地荒廃

↓

森林復旧

南木曽周辺山地の変遷
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森林の成長と根系の土質強度補強効果
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森林の成長と根系の土質強度補強効果

森林伐採後、５年から２０年の間に表層崩壊が起きやすい期間がある。
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日本の人工林の林齢別面積の推移

日本の人工林の少子
高齢化
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日本の人工林の林齢別面積の推移

日本の人工林の少子
高齢化

根が弱い期間
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日本の人工林の林齢別面積の推移

日本の人工林の少子
高齢化

根が弱い期間

表層崩壊が発生しやすい森林が減少している。
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林野庁「森林・林業再生プラン」
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林
齢

林齢別人工林面積の将来像

2010年 2060年 2110年

林野庁資料「森林・林業基本計画に掲げる目標数値について（案）」2011.04より
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林
齢

林齢別人工林面積の将来像

2010年 2060年 2110年

林野庁資料「森林・林業基本計画に掲げる目標数値について（案）」2011.04より

人工林を漸減さ
せる。

法正林に導く

若齢林は現在
より増加する

100年かかる。 37



土砂災害と森林の変遷（１）

荒廃した国土の時期

森林伐採が多く、若齢林が多かった時代

手入れの遅れた人工林が増えた時代

国土の荒廃（広範なハゲ山の存在）

森林法、砂防法の制定、地表流／表面侵食→洪水

広域の森林伐採（戦時中の森林荒廃、拡大造林）、

斜面表層崩壊の多発（森林土壌／根系の土質強度補強効果）

手入れ遅れの人工林（間伐）、野生動物（シカ）影響

森林機能の評価（公共事業の費用便益評価、水源環境税）

地表流

ハゲ山

皆伐跡地

間伐問題

地表流
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土砂災害と森林の変遷（２）

荒廃した国土の時期

森林伐採が多く、若齢林が多かった時代

手入れの遅れた人工林が増えた時代

国土の荒廃（広範なハゲ山の存在）

森林法、砂防法の制定、地表流／表面侵食→洪水

広域の森林伐採（戦時中の森林荒廃、拡大造林）、

斜面表層崩壊の多発（森林土壌／根系の土質強度補強効果）

手入れ遅れの人工林（間伐）、野生動物（シカ）影響

森林機能の評価（公共事業の費用便益評価、水源環境税）

引き続き発生する深層崩壊 39



土砂災害と森林の変遷（２）

荒廃した国土の時期

森林伐採が多く、若齢林が多かった時代

手入れの遅れた人工林が増えた時代

国土の荒廃（広範なハゲ山の存在）

森林法、砂防法の制定、地表流／表面侵食→洪水

広域の森林伐採（戦時中の森林荒廃、拡大造林）、

斜面表層崩壊の多発（森林土壌／根系の土質強度補強効果）

手入れ遅れの人工林（間伐）、野生動物（シカ）影響

森林機能の評価（公共事業の費用便益評価、水源環境税）

引き続き発生する深層崩壊 40


